
March.2016  Vol.428

３月

SAGARA VILLAGE
第38回村民駅伝大会————1
特集　農業に挑む—————2
むらのわだい———————5
保健福祉のひろば—————7
元気に育て相良っ子————9
村県民税等の納期変更のお知らせ—11
熊本県知事選挙のお知らせ—12
カレンダー————————14

人
吉
球
磨
は
、

ひ
な
ま
つ
り



1

　

１
月
10
日（
日
）、
第
38
回
相

良
村
民
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
横

を
ス
タ
ー
ト
し
、
教
育
委
員
会

前
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
全
８
区
間
、

12
．14
㎞
の
周
回
コ
ー
ス
を
、
村

民
の
応
援
を
背
に
タ
ス
キ
を
繋
ぎ

ま
し
た
。

　

四
浦
地
区
の
統
合
チ
ー
ム
を
含

む
11
行
政
区
12
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
中
央
区
が
２
年
ぶ
り
に
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

中
央
区
は
３
区
で
首
位
に
躍
り

出
る
と
ぐ
ん
ぐ
ん
後
続
と
の
差
を

開
き
、
首
位
の
座
を
譲
る
こ
と
な

く
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

監
督
の
生
田
裕
章
さ
ん
は
、「
な

か
な
か
練
習
で
き
ず
心
配
し
て
い

た
が
、
こ
こ
ま
で
独
走
で
き
る
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
中
央
区

の
底
力
を
み
せ
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
総
合
成
績
】

１
位　

中
央
区　

42
分
31
秒

２
位　

新
村
区　

43
分
12
秒

３
位　

平
原
区　

43
分
22
秒

４
位　

上
川
上
区
43
分
36
秒

５
位　

並
木
野
区
44
分
27
秒

【
区
間
賞
】

１
区　

大
土
手　

廉（
新
村
）

２
区　

生
田　

裕
喜（
中
央
）

３
区　

尾
方　

唯
莉（
上
川
上
）

４
区　

横
溝　

竜
也（
並
木
野
）

５
区　

前
田　

翔
大（
中
央
）

６
区　

永
井　

駿（
平
原
）

　
　
　

緒
方　

葉は

る月（
並
木
野
）

７
区　

永
田　

貢（
永
江
）

８
区　

永
井　

智
久（
平
原
）

【
躍
進
賞
】

中
央
区（
昨
年
４
位
）

平
原
区（
昨
年
７
位
）

【
特
別
賞
】

●
永
年
出
場
表
彰

　

■
20
回
出
場

　
　

福
山　

誠
司（
永
江
）

　

■
15
回
出
場

　
　

池
田　

国
大（
中
央
）

　

■
10
回
出
場　

　
　

赤
池　

保
宣

（
上
中
初
下
：
初
神
）

●
低
年
齢
者
賞

　
・
男
性　

西　

憲
吾

（
井
沢
）
10
歳

　
・
女
性　

緒
方　

葉
月

（
並
木
野
）
11
歳

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞

　
・
平
野
淳
、
彩
、
幸
生

（
上
中
初
下
：
下
四
浦
）

　
・
宮
田
真
一
郎
、
龍
一
郎
、

明
佳
、
寛
大（
上
川
上
）

　
・
椎
葉
絢
美
、
勇
斗
、
翔
太

（
上
川
上
）

　
・
岡
本
寛
大
、
空
大
、
嵩
大

（
上
川
上
）

　
・
山
路
功
、
響
、
駿（
新
村
）

　
・
上
村
善
照
、
太
陽
、
陸
斗
、

海
晴（
十
島
）

　
・
緒
方
徹
、
佑
月
、
葉
月

（
並
木
野
）

第
38
回
相
良
村
民
駅
伝
大
会

新
春
を
駆
け
抜
け
ろ

ゴールテープを切る中央区
アンカーの藤本健太選手親子でタスキリレー（上中初下区）

中
央
区

優勝

優勝した中央区のみなさん
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Ⅰ
就
業
人
口
の
見
通
し

多
種
多
様
な
作
物
が
育
つ
気
候
と
肥
沃
な
土
壌
に

恵
ま
れ
る
相
良
村
は
、
農
業
を
基
幹
産
業
に

こ
れ
ま
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
担
い
手
の
減
少
に
よ
り
、
平
成
22
年
に
は
、

農
業
を
含
む
第
１
次
産
業
就
業
者
は
全
体
の
25
％
ま
で

減
少
し
ま
し
た
。（
図
Ⅰ
）

ま
た
生
産
額
も
、
生
産
技
術
の
向
上
に
よ
り
平
成
２
年

ま
で
一
時
的
に
増
加
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
後
継
者

不
足
に
伴
い
減
少
し
て
い
ま
す
。（
図
Ⅱ
）

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
で
も
、
農
業
に
挑
戦
し
、

人
生
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
人
た
ち
が
い
ま
す
。

今
回
は
、専
業
農
家
の
道
を
歩
ん
だ
杉
本
さ
ん
夫
妻
と
、

一
か
ら
農
業
に
挑
む
鳥
羽
さ
ん
を
取
り
上
げ
、

農
業
へ
の
想
い
を
追
い
ま
し
た
。

Ⅱ
産
業
別
生
産
額

特
集

む

業に農
挑

5000
（人）

35
昭 平

40

0.4576

610

907

1264

538

601

1113

322

412

894

1261

231

3003

0.5083

0.4875
0.487

45 50 55 60 2 7 12 17 22 27 32 37
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実績値⬅ 推計値➡
第3次産業 就業率第2次産業

50%
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15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

18000
（百万円）

45 50 55 60 2 7 12 17
昭 平

22
0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

16000

第1次産業 第2次産業 第3次産業

7423.774649

1376.483

1185.9098391905.1722066.871

2760.755

4074.852

606.663

648.136
213.842

4833.739

9174.517

※昭和35年から平成22年は国勢調査
　平成27年から平成37年は人口問題研究所による
　人口及び世帯数の推計値

※市町村民所得推計



3

杉
本
和
博
・
真
智
子
さ
ん
は
、

夫
婦
で
農
畜
産
業
を
営
ん

で
い
ま
す
。

　

夫
の
和
博
さ
ん
は
10
年
ほ
ど
兼

業
農
家
と
し
て
畜
産
資
材
の
運
搬

な
ど
を
し
な
が
ら
水
稲
生
産
や
肉

用
牛
の
飼
育
に
尽
力
し
て
い
ま
し

た
。
昨
年
４
月
に
専
業
農
家
と
な

り
、
兼
業
時
代
の
経
験
が
認
め
ら

れ
、
認
定
農
業
者
※
１
と
な
り
ま

し
た
。

　

農
業
に
専
念
し
た
理
由
の
一
つ

に
、
地
域
で
農
業
を
続
け
る
人
の

減
少
が
あ
り
ま
し
た
。

和
博
さ
ん
―「
耕
作
放
棄
地
が
増

え
る
と
、
鹿
な
ど
の
鳥
獣
被
害
が

増
え
る
。
自
分
の
た

め
、
地
域
の
た
め
に

農
業
に
専
念
す
る
こ

と
に
し
た
」。

　

奮
闘
す
る
夫
を
支

え
て
き
た
真
智
子
さ

ん
は
、
共
に
専
業
農

家
の
道
を
歩
む
こ
と

を
決
意
。
昨
年
10
月

か
ら
本
格
的
に
和
博

さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を

始
め
ま
し
た
。

　

こ
と
し
の
１
月
に

は
、
相
良
村
農
林
業

新
規
就
労
奨
励
交
付

金
※
２
の
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
き
な
決
断
を
し
た
真
智
子
さ

ん
に
対
し
て
和
博
さ
ん
は
、「
労

力
の
い
る
牧
草
集
め
や
運
搬
な

ど
、
一
人
で
は
効
率
の
悪
い
作
業

が
多
い
の
で
、
妻
が
自
分
と
同
じ

道
を
歩
ん
で
く
れ
て
本
当
に
感
謝

し
て
い
る
」
と
感
慨
深
く
語
り
ま

し
た
。

　

専
業
農
家
に
な
り
、
他
の
農
家

か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
、

地
域
の
絆
を
よ
り
強
く
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
２
人
は
語
り
ま
す
。

真
智
子
さ
ん
―「
た
く
さ
ん
の
農

家
と
知
り
合
い
に
な
り
、
顔
と
名

前
を
覚
え
て
も
ら
え
た
こ
と
が
嬉

し
い
。
今
は
積
極
的
に
周
り
の
お

手
伝
い
に
行
っ
て
、
経
営
や
生
産

の
方
法
を
勉
強
し
て
い
る
」。

和
博
さ
ん
―「
一
番
大
切
な
の
は

“
横
の
繋
が
り
”。
自
分
で
は
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
し
、
妻
に
教

え
ら
れ
る
こ
と
も
限
界
が
あ
る
。

そ
う
し
た
時
に
周
り
に
支
え
ら

れ
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
」。

和
博
さ
ん
―「
昨
年
は
、
自
慢
の

一
頭
が
熊
本
県
の
種
牛
に
あ
と
一

歩
で
選
ば
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
き
た

の
で
、
今
回
こ
そ
は
成
し
遂
げ
た

い
。」

真
智
子
さ
ん
―「
経
理
の
資
格
を

取
っ
て
、
効
率
の
良
い
農
業
経
営

を
目
指
し
た
い
。
ま
た
、
こ
と
し

は
種
子
用
バ
レ
イ
シ
ョ
と
エ
ゴ
マ

の
生
産
に
着
手
す
る
の
で
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
て
取
り
組
み

た
い
」。

杉本　真智子 さん　　　　　 杉本　和博 さん
出 身 地：あさぎり町　　　　相良村（並木野）
就労時期：平成27年10月　　平成27年4月
経営品目：水稲、麦、牧草、肉用牛

今
後
の
目
標

地
域
の
助
け
合
い

相良村農林業新規就労奨励交付金交付式

愛情を込めて丁寧にブラシをかける真智子さん

※１　認定農業者・認定新規就農者制度
農業者が作成する、農業経営の規模拡
大、生産方式・経営管理の合理化など
の経営改善を図るための計画（農業経
営改善計画・青年等就農計画）を、市
町村の基本構想に照らして、市町村が
認定する制度。
認定農業者・認定新規就農者への支援
内容として、低利資金の融通、農業委
員会等による農地の優先的なあっ旋
や、農業用機械の導入及び施設整備に
係る費用への助成などがある。

※２　相良村農林業新規就労奨励交付金
平成 26 年度から始まった村独自の事業で、村内で新たに
農林業に就労し、その中心的な担い手を目指す意欲のあ
る方を育成することを目的としている。
申請を受ける場合は、交付申請書と関係書類を村長に提
出し、審査を経て交付が決定される。
交付金額は、単身者は50万円、夫婦従事者は75万円。（※交
付は１人（組）１回限り）
交付を受けた年から５年間は農林業に従事し、毎年度の
就労状況を村長に報告する。

相良村内の認定農業者等の実績（Ｈ28.2月1日現在）
　認定農業者（法人含む）…９８件
　認定新規就農者…………　４名
　相良村農林業新規就労奨励交付金交付者
　　　　　　　　…………　９名（うち夫婦従事者１組）

　　　  各種農林業従事者支援制度のお問合せは、
　　　  産業振興課まで　☎３５−１０３４（直通）

File.01
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鳥
羽
さ
ん
は
鹿
児
島
県
姶
良

市
出
身
の
36
歳
。
昨
年
の

４
月
か
ら
相
良
村
で
認
定
新
規
就

農
者
※
１
と
な
り
、
オ
ク
ラ
と
カ

ボ
チ
ャ
の
生
産
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

以
前
農
業
資
材
を
扱
う
仕
事
を
し

て
お
り
、
農
業
に
関
わ
る
う
ち

に
、
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
野
菜

を
自
分
で
作
り
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
」
と
鳥
羽
さ
ん
は
語
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
必
要
な
資
格
や
技
術

を
習
得
す
る
た
め
に
、
あ
さ
ぎ
り

町
の（
株
）ア
グ
リ
ト
ラ
ス
ト
サ
ー

ビ
ス
に
農
業
研
修
員
と
し
て
１
年

間
勤
務
し
ま
し
た
。

　
「
研
修
生
時
代
は
、
い
わ
ば
農

業
の
“
な
ん
で
も
屋
”。
米
や
麦
、

ソ
バ
な
ど
様
々
な
作
物
の
生
産
に

携
わ
っ
た
」
と
懐
か
し
そ
う
に
語

る
鳥
羽
さ
ん
。
球
磨
郡
で
同
じ
新

規
就
農
者
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る

同
期
と
は
、
今
で
も
連
絡
を
取
り

合
っ
て
情
報
交
換
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

鳥
羽
さ
ん
が
相
良
村
で
農
業
を

始
め
た
理
由
は
、
空
き
家
を
利
用

し
た
住
居
と
、
農
機
具
を
安
価
で

借
り
ら
れ
る
環
境
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。

　

オ
ク
ラ
と
カ
ボ
チ
ャ
の
生
産
は

道
具
を
あ
ま
り
必
要
と
せ
ず
、
低

コ
ス
ト
で
で
き
ま
す
。
し
か
し
裏

を
返
せ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
作
業
を

手
作
業
で
地
道
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

鳥
羽
さ
ん
︱「
収
穫
時
期
の
７
月

か
ら
10
月
は
、
休
み
な
し
で
働
き

づ
め
だ
っ
た
。
オ
ク
ラ
の
成
長
速

度
は
速
く
、
大
き
く
な
り
す
ぎ
る

と
商
品
に
な
ら
な
い
た
め
、
収
穫

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
な
い
よ
う

必
死
だ
っ
た
。
努
力
の
甲
斐
あ
っ

て
、
昨
年
は
納
得
の
い
く
収
穫
量

だ
っ
た
」。

　　
鳥
羽
さ
ん
︱「
農
業
を
始
め
る
に

当
た
り
、
力
を
入
れ
た
の
は
入
念

な
情
報
収
集
。
先
輩
農
家
か
ら
話

を
聞
き
込
み
、
自
分
が
で
き
る
こ

と
、
で
き
な
い
こ
と
に
ラ
イ
ン
を

引
い
て
、
計
画
的
な
経
営
を
心
掛

け
た
。
な
お
か
つ
、
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
す
る
気
持
ち
も
大
切
。
こ

と
し
は
ズ
ッ
キ
ー
ニ
と
甘あ
ま

長な
が

ト
ウ

ガ
ラ
シ
の
生
産
に
着
手
す
る
予
定

で
、
今
は
そ
の
情
報
収
集
を
行
っ

て
い
る
」。

　

今
後
の
目
標
は
、
農
地
拡
大

と
売
上
ア
ッ
プ
。
独
自
の
販
路
拡

大
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。−

相
良
村
の

未
来
の
た
め
に

−

　

広
報
さ
が
ら
で
は
こ
れ
ま

で
、「
む
ら
の
わ
だ
い
」
の
ペ
ー

ジ
に
て
、
相
良
村
農
林
業
新
規

就
労
奨
励
交
付
金
交
付
式
を
取

上
げ
、
相
良
村
の
農
業
に
仲
間

入
り
す
る
人
た
ち
を
紹
介
し
て

き
ま
し
た
。

　
「
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た

農
業
を
、
自
分
の
代
で
終
わ
ら

せ
た
く
な
い
」、「
子
ど
も
た
ち

に
安
心
安
全
な
農
産
物
を
提
供

し
た
い
」
…

　

新
規
就
農
者
の
皆
さ
ん
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
決
意
を
胸
に
人
生

の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て

い
ま
す
。「
職
を
変
え
る
」
と
い

う
こ
と
は
、
農
業
に
限
ら
ず
簡

単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
大
切
に
な
っ
て
く
る

の
は
、
杉
本
さ
ん
が
語
っ
た

「
横
の
繋
が
り
」。
地
域
の
絆
、

行
政
や
農
協
な
ど
と
の
連
携
を

よ
り
密
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

特
集　

農
業
に
挑
む　

終

鳥羽　一輝 さん（松馬場）
出 身 地：鹿児島県姶良市
就労時期：平成 27 年 4 月
経営品目：オクラ、カボチャ

入
念
な
準
備
と
ト
ラ
イ
精
神

〜
農
業
を
始
め
る
人
へ
〜

独
立
、
多
忙
な
日
々

鳥羽さんが育てたオクラ

※３　新規就農者の日野由香理さん（中央）

※３
日野由香理さんは、あ
さぎり町の出身。イチ
ゴとお茶の生産を営む
夫・泰典さんに嫁ぎ、
平 成 26 年 4 月 か ら 専
業農家となる。
今はイチゴの収穫時期
で、大変な手摘み作業
を家族で協力して行っ
ている。

File.02
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　 １ 月 ２ ３ 日（ 土 ）、 人 吉 カ ル チ ャ ー パ レ ス に
て、熊本県立大学の人吉球磨活性化プロジェクト

「KUMAJECT（クマジェクト）2015」の活動報告会
が開催されました。
　同会では、５市町村（相良村、球磨村、人吉市、
あさぎり町、錦町）で活動した学生らが活動自治体
ごとに報告を行いました。
　相良村からは６人の学生が、お茶を使ったお菓子
作りなどのことしの実績を報告しました。また、大
学と村の連携を密接にし、地域づくりを活発にする

「KUMAJECT 改革」などの今後の提案を発表しました。
　第２部では地域住民とテーブルを囲み意見交換会
が行われ、学生らは活発な意見を交わしていました。

パワーポイントを使い工夫を凝らした報告を行う

　１月２３日（土）、相良北小学校隣の和紙工房に
て、四浦和紙作り体験が行われ、南小学校と北小
学校のふるさと学級の児童１２人と、村青年団５
人が参加しました。
　四浦和紙保存会の迫田鶴夫さん（下四浦）と池井
浩之さん（中四浦）に、四浦和紙の歴史と紙すきの
方法を教わりました。
　参加した山下芙

ふ
和

わ
人

と
くん（永谷）は、「簡単にみえた

けど、やってみると難しかった。だんだんと上手に
なっていき、とても楽しかった」と感想を述べました。
　今回作った和紙は、ことしの卒業式で卒業証書
に利用されます。

23
1 伝統の紙すきに挑戦

四浦和紙作り体験
大学生が相良村での活動を報告
KUMAJECT2015活動報告会23

1

1
21

1
10

パチパチと音を立てて火の勢いが増していく家族経営協定を結ばれた農家のみなさん

　１月２１日（木）、德田正臣村長と髙岡重盛農業
委員会長の立会いのもと、農業経営者による家族
経営協定調印式が行われました。
　家族経営協定とは、農業経営における家族間の
ルールや将来の目標を文書化するものです。これ
により協定内容の実効性を確実にし、効率的な農
業経営を目指すことを目的としています。
　当事業は相良村では初めてで、８世帯２２人の
農家のみなさんが協定第一号となりました。
　農家のみなさんからは、「目標をしっかり持っ
て、分業を上手くしていきたい」、「話し合いを大
切にしていきたい」などの抱負が述べられました。

　１月１０日（日）、松馬場区にて新年行事、「どんど
や」が行われ、地区住民およそ７０名が参加しました。
　松馬場区の地域づくりの一環として始まった当
行事はことしで４回目。地域の貴重な交流の場と
なっています。
　申年の年男年女の子どもたちが点火を行うと、
火はあっという間に大きく燃え上がり、住民から
は歓声が上がりました。
　どんどやの後は松馬場集落センターに移動し、
その日の午前中に行われた村民駅伝大会の打ち上
げも兼ねて盛大な直

なおらい

会が行われました。

家族で効率的な農業経営を
平成27年度相良村家族経営協定調印式

無病息災を願って
松馬場地区で「どんどや」

和紙の厚さが均等になるように簀
す け た

桁を揺らす
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　１月２３日（土）、村山公園にて第１８回人吉市
小体連駅伝大会が行われ、男子の部で相良南小
男子 A が優勝しました。
　当大会では、人吉市内の小学校に相良南小学校と
山江村の山田小学校を加えた男女各２１チームが出場
しました。村山公園の周回コースを５区間、計１０.１５
㎞を保護者の応援を背にタスキを繋ぎました。
　１区の永井駿くんが２位と４０秒差をつける圧
巻の走りを見せると、２区の岡本嵩太くんも区間
賞の走りで差を開き、そのまま一度も首位の座を
譲ることなくゴールしました。
　結果は以下の通りです。（敬称略）

【総合成績】
優勝　　相良南小 A　39 分 12 秒
準優勝　西瀬小 A　　39 分 31 秒
３位　　山田小 A　　39 分 47 秒

【区間賞】
１区　永井　駿　6 分 41 秒
２区　岡本嵩太　7 分 19 秒

【最優秀選手賞】
永井　駿

【南小 A 出場選手】
１区　永井　駿（平原） ２区　岡本嵩太（上川上）
３区　上村海晴（十島） ４区　宮田寛大（上川上）
５区　稲田　拓也（朝の迫）

集合写真でニッコリ

南小男子 A チーム優勝！
人吉市小体連駅伝大会23

1

収穫量アップをめざして
葉たばこ種まき

　１月２４日（日）、相良村と山江村のたばこ生産
者による熊本県たばこ耕作者組合ひまわり支部の
およそ２０名が葉たばこの種まきを行いました。
　育苗箱に均一に種がいきわたるようにまくのが
コツで、腕を小刻みに振るようにして種をまいて
いきました。
　支部長の木﨑俊充さん（上川下）は、「１０ａあた
り５０万円の収益を目標としているが、現状はな
かなか達成できていない。ことしこそは、高品質
のたばこを作って目標を達成したい」と意気込み
を語りました。
　葉たばこは５月末から８月半ばに収穫を迎えます。

手作業で種を均等にまいていく

　１月２４日（日）、「第３３回熊日郡市対抗女子駅
伝大会」が開催され、球磨郡を含む１９郡市が出
場しました。熊本市中央区のびぷれす熊日会館前
を発着点に、同市東区戸島町で折り返す全７区間
２８．４ｋｍのコースで行われました。最高気温が
０度に達しない過酷なレースとなり、雪にも負け
ず熱戦が繰り広げられました。
　球磨郡代表として、中学生１年生区間となる
１区（２.９㎞）に相良中学校１年の尾方唯莉さん

（上川上）が選出され、区間７位（１０分１９秒）の
力走をみせました。球磨郡は１時間４２分４４秒
で１０位という結果でした。

寒空の下、力走を見せる尾方さん（写真中央）

1
24

尾方さん球磨郡を代表して力走
第33回熊日郡市対抗女子駅伝大会24

1
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〉

　
　
２
日
・
16
日
・
30
日

【
問
合
せ
・
予
約
申
し
込
み
】

　
国
保
係
ま
た
は
八
代
年
金
事
務
所

　
予
約
担
当

　
（
☎
０
９
６
５

−

３
５

−

６
１
２
３
）

相
良
村
子
育
て
応
援
事
業

ち
ゃ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

年
金
相
談
会
の
開
催

　
　
　
　
　

  

〈
３
月
分
〉

熊
本
県
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
員
大
募
集
！

一
緒
に
地
球
温
暖
化
防
止
に
取
り

組
む〝
仲
間
〟に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
と
は
、

地
球
温
暖
化
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発

や
実
践
的
な
取
組
方
法
な
ど
の
紹
介
、
情

報
提
供
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て

い
た
だ
け
る
方
で
す
。

　
今
回
、
相
良
村
で
は
第
９
期
の
熊
本
県

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
を
募
集
し

ま
す
。

　
エ
コ
ラ
イ
フ
を
実
践
し
て
い
る
方
や
地

域
で
環
境
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る

方
な
ど
、
美
し
い
地
球
を
未
来
に
残
し
た

い
！
と
い
う
情
熱
溢
れ
た
方
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
応
募
・
問
合
せ
先
】

相
良
村
役
場　
保
健
福
祉
課　
保
健
係

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
３
５

−

１
０
３
２（
内
線
１
６
１
番
）

■日時／３月１６日（水）９：３０より受付
■場所／相良村ふれあいセンター
※準備の都合上、11日（金）までお知らせください。

の保健福
祉

ひろば

３月の小児科在宅当番医

６日㈰	 公立多良木病院　小児科
13日㈰	 たかはし小児科内科医院
20日㈰	 人吉医療センター　小児科
21日㈷	 堤病院附属九日町診療所小児科
27日㈰	 やまむら医院

４２－２５６０
２４－２２２２
２２－２１９１
２２－２２５１
４５－０００５

〈受診時間/午前9時〜午後5時〉

※受診される場合は、医療機関へ連絡してください。

お問い合わせは　保健福祉課（直通）☎３５−１０３２
国保係　戸籍係　福祉係　保健係（ふれあいセンター内）
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保健福祉のひろば

　老齢基礎年金（６５歳から受けられる年金）は、２０歳から６０歳になるまでの４０年間保険料を納めなけれ
ば、満額の年金を受け取ることができません。
　国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の納付済み期間が４０年間に満たない場合は、６０歳から
６５歳になるまでの間に国民年金に任意加入して保険料を収めることにより、満額に近づけることができます。
なお、老齢基礎年金を受けるためには保険料の納付済み期間や保険料の免除期間等が原則として２５年以上必
要となりますが、この要件を満たしていない場合は、７０歳になるまで任意加入することができます。（ただし、
昭和４０年４月１日以前に生まれた方に限られます。）
　また、海外に在住する日本国籍を持つ方も、国民年金に任意加入することができます。詳しくは国保係か、
年金相談窓口にお問合せください。

【問合せ先】　国保係　　　　☎３５－１０３２　
　　　　　　年金相談窓口　☎０５７０－０５－１１６５

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引き落とされるので金融機関などに行く手間が省けるうえ、
納め忘れもなく、とても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々５０円割引される早割制度や、
現金納付よりも割引額が多い６ヶ月前納・１年前納・２年前納もあり、大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金融機関
または年金事務所へお申し出ください。

【問合せ先】　八代年金事務所　☎０９６５－３５－６１４３

ご存知ですか？  国民年金の任意加入制度

国民年金保険料は口座振替がお得です
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相良村地域学校保健委員会だより

元気に育て、相良っ子
健康教育講演会を開催しました。
　今年度も地域学校保健委員会の事業として、健康教育講演会を開催しました。中学校は１０月、性教
育について、小学校は１月、南小と北小の６年生に、昨年度に引き続き「携帯・ネットの使い方」につ
いて実施しました。そのようすを報告します。

相良中学校　性教育講演会
演　題　「今　ここに生きてあるいのち」

小学校　健康教育講演会
演　題　ゲーム（楽しい？）、携帯・ネット（便利？）の使い方

講  師　　村末　勇介 先生
鹿児島市立桜丘小学校教諭

講　師　　和田　貴美子 氏
NPO法人子どもとメディア

　村末勇介先生の講演は、５年ぶりでした。自己紹介を兼ねたク
イズから始まり、現在中学生が直面している「思春期の悩み」に
ついて話されました。それから、漢字の成り立ちと体の関連、命
についても、体験されたことを中心にお話しいただきました。
　「『死』から見つめる今の自分」ということで、①自分の命が３ヶ
月後になくなるとしたらどうするか　②他の人がそうだったらど
ういう力になれるか　③どういう言葉かけをするか考えてみよう

　と投げかけられ、一生懸命、考えていました。次に、７年前に亡くなった大分県の養護教諭、山田泉先生（や
まちゃん）と村末先生が、前任校で一緒に行った『命の授業』のＤＶＤを見ました。その中の、「命があったら、
それで十分幸せ。人生は１回きり。１日を一生と思って、毎日を大切に。周りの人と助け合って生きてください。」
とのやまちゃんからのメッセージは、生徒の心に響いたようです。
　最後に、「自分の命をどう生きるか、「うぜ～っ」とは言わずにたまには考えてください」と結ばれました。

　相良南北小学校の６年生を対象に健康教育講演会を行いました。
  「ＮＰＯ法人子どもとメディア」の和田貴美子さんを講師に、

『ゲーム（楽しい？）・携帯・ネット（便利？）の使い方』の講話を
していただきました。

　事前に携帯電話、スマートフォン、ゲームについてのアンケート調査を実施しましたが、携帯電話、スマート
フォンをもっている児童は、１４名（３４％）でした。講演では、携帯電話やスマートフォンによるトラブルや事
件などについて、具体的にわかりやすく話されました。また、ゲームなどをしていると脳の前頭葉は働いていな
い、などゲームのやり過ぎによる害が生まれること、メディアとのつきあい方についても話していただきました。
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　インターネット上に、犯罪や薬物に誘う内容や、著しく残虐、わいせつな内容の有害情報が流通する中、
青少年によるインターネット利用が急速に拡大しています。

□ お子様にどのような機器を持たせていますか？　どのように
インターネットを利用させていますか？

□ お子様がどのような場所・環境で、どのようなサービスを利用
しているかご存知ですか？　例えば、街なかの無線LAN回線

（Wi-Fiなど）を利用することはありますか？
□ 保護者の目が届かない場合でも、親子で話し合ってルールを決

めていますか？　フィルタリングなどを設定していますか？

近年、スマートフォンをはじめ、身近なイ
ンターネット接続機器が増えています。例
えば、タブレット端末や携帯音楽プレイ
ヤーにもスマートフォンと同じようなサー
ビスやアプリを利用できる機器があります。

□ 上記のようなモバイル端末の普及により、お子様のインターネットの使い方が急激に変化しています。メール、ゲー
ム、SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）、チャットや掲示板（特に書き込み）、交流サイト（特に知ら
ない人）、ゲームやアプリでの課金など、保護者が気づいていない使い方をしていませんか？

□ チェックを入れて確認してみましょう。

スマートフォン 携帯音楽プレイヤータブレット端末
（学習用タブレットを含む）携帯ゲーム機ノートパソコン機能制限携帯電話従来型の携帯電話

お子様がどんな使い方をしているかご存知ですか？

　お子様の将来のためにインターネットを「使いこなす力」は、これからの社会で必要不可欠です。交
通安全ルールと同じように、自分自身を守りながら、賢く有効に使わせましょう。そのためには、お子
様の成長に合わせて、インターネットに関する知識・技術、情報モラルやコミュニケ―ション能力をそ
れぞれ身に付けさせることが大切です。  （内閣府ホームページ　青少年育成広報啓発より抜粋）

保護者ができる３つのポイント
（１）トラブルや事件に巻き込まれないように、適切にインターネットを利用させましょう。
（２）適切な生活習慣が身につけられるように、家庭のルールをお子様と一緒に作りましょう。
（３）保護者の眼の届かないところでもお子様を見守れるように、フィルタリングなどを設定しましょう。

　インフルエンザやカゼ、感染性胃腸炎の流行を防ぐには、手洗いは不可欠です。
　そこで１月、流行を前にして、手洗いが十分にできているかどうかを調べてみました。
　まず、専用のローションを使っていつものように手洗いした後、器械に入れました。
　見えにくいかもしれませんが、洗い残しの部分は、ブラックライトを当てると光って見えました。

きちんと洗ったつもりでも、洗えてい
ない部分があることを、自分たちで確
認できました。
　そしてこれからは、特にその部分は
忘れないように丁寧に手を洗おうと話
していました。

ネットの危険からお子様を守るために、保護者ができること

★手洗いチェックしてみました。（相良南小  ６年生）

■青少年のスマートフォンの利用率

0%

50%

100%

平成22年度 平成23年度 平成26年度平成25年度平成24年度

高校生中学生小学生

（資料  内閣府）

4% 1%
0%

7%

55%

81%

89%

37%

12%
25%

5%
13%

2%3%
0%

■青少年のインターネット接続機器の利用率

（資料  内閣府）

（平成26年度）

携帯ゲーム機 タブレット携帯音楽プレイヤー
0%

50%

100%
小学生 中学生 高校生

56%
43%

32%
10%

31% 35%

14% 17% 10%

インターネット
に接続できる
機器もあります
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 　平成２８年度から
村県民税、固定資産税、軽自動車税の

納期が変わります。

納期月 村県民税 固定資産税 軽自動車税

４月 全 期

５月 

６月 １ 期 １ 期 

７月 ２ 期 

８月 ２ 期 

９月 

10月 ３ 期 

11月 

12月 ３ 期 

１月 ４ 期 

２月 ４ 期 

３月 

納期月 村県民税 固定資産税 軽自動車税

４月 

５月 全 期

６月  １ 期  １ 期 

７月  ２ 期  ２ 期 

８月  ３ 期  ３ 期 

９月  ４ 期  ４ 期 

10月  ５ 期  ５ 期 

11月  ６ 期  ６ 期 

12月  ７ 期  ７ 期 

１月  ８ 期  ８ 期

２月 

３月 

★ 納期内に役場または次の金融機関にて納めてください。
　○肥後銀行　  ○熊本銀行　  ○球磨地域農業協同組合　  ○熊本中央信用金庫　  ○ゆうちょ銀行

★ 納税に便利な“口座振替制度”を是非ご利用ください。
　 申込用紙は、役場税務課窓口及び各金融機関に備えてあります。
　＜取扱金融機関＞
　　○肥後銀行　  ○熊本銀行　  ○球磨地域農業協同組合　  ○熊本中央信用金庫　  ○ゆうちょ銀行

■問合せ先　〒868-8501 相良村深水２５００番地１
　　　　　　相良村役場 税務課　☎３５−１０３１（直通）

税務課からのお知らせ

平成２８年度より平成２７年度まで
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熊本県知事選挙のお知らせ

投票日：平成28年3月27日（日）　　投票時間：午前７時～午後７時

■告示日　平成２８年３月１０日（木）
■選挙人名簿登録の基準日　平成２８年３月　９日（水）（ただし年齢については３月２７日）
■選挙人名簿の縦覧期間　　平成２８年３月１０日（木）　午前８時３０分から午後５時まで
■投票ができる方

①３か月以上村内に住所を有する方又は、引き続き県内に住所を有する方
転入された方においては、３ヶ月以上村内に住所を有する方

（平成２７年１２月９日までに転入届をした方）又は、選挙人名
簿に登録されている方が、村内から引き続き熊本県内の他の市
町村の区域内に住所を移した方で、転出先の選挙人名簿に登録
されていない方

②満年齢が２０歳以上の方
　平成８年３月２８日までに生まれた方

　以上①②の条件を共に満たしている方で、選挙人名簿に登録さ
れていることが条件です。

【期日前投票について】

■期日前（不在者）投票について
投票日に用件（仕事・旅行・出産等）のため投票所に行けない方は、期日前（不在者）投票ができます。

■期日前（不在者）投票ができる期間及び場所
平成２８年３月１１日（金）～３月２６日（土）　毎日午前８時３０分～午後８時まで
場所：相良村役場１階村民ホール　※ 投票所入場券をお持ちください。

■不在者投票について
他市町村や病院、老人ホーム等の不在者投票記載場所において、不在者投票を行うことができます。

【郵便による不在者投票について】

■身体障害者及び戦傷病者の方のほか、介護保険の被保険者証に要介護状態区分が要介護５と記載され
ている方も相良村選挙管理委員会が発行する郵便投票証明書をお持ちの方は、郵便によって投票する
事が出来ます。
　また、身体障害者で上肢又は視覚の障害の程度が１級である方を対象に郵便投票にも代理記載制度
が設けられています。郵便投票証明書の期限が切れている方、今回新たに申請される方は早目に相良
村選挙管理委員会までご連絡ください。

■郵便による投票用紙の請求が出来る期間
　告示日の２日前（３月８日）から投票日の４日前（３月２３日）まで

■問合せ先　相良村選挙管理委員会　☎３５−０２１１
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一
般
教
養
を
高
め
、
ま
た
職
業

に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
得
た
い

社
会
人
の
方
を
対
象
に
、
学
び
の

場
を
提
供
し
ま
す
。

■
聴
講
資
格

学
習
意
欲
が
あ
り
１
年
間
を
通

じ
て
聴
講
で
き
る
一
般
社
会
人

の
方

■
授
業
内
容

　

パ
ソ
コ
ン
活
用

　

⑴
基
礎
編

　

⑵
応
用
編

　

⑶
ビ
ジ
ネ
ス
編

■
聴
講
期
間

平
成
28
年
４
月
～

平
成
29
年
２
月

■
授
業
時
間

週
１
日
２
時
間（
水
曜
日
午
前

10
時
～
正
午
の
予
定
）

※
聴
講
し
た
科
目
の
単
位
認
定

は
行
い
ま
せ
ん
。

■
募
集
人
員

　

６
名
程
度

■
募
集
期
間

平
成
28
年
３
月
２
日（
水
）～

　
　
　
　

３
月
９
日（
水
）

■
聴
講
手
続

本
校
事
務
室
に
あ
る
聴
講
許
可

申
請
書
を
募
集
期
間
内
に
提

出
。

※
募
集
人
員
に
達
し
次
第
締
切

■
聴
講
費
用

年
間
聴
講
料
５
，０
０
０
円

聴
講
許
可
手
数
料
１
，４
０
０
円

■
申
込
み

熊
本
県
立
多
良
木
高
等
学
校
事

務
室

■
問
合
せ

　

熊
本
県
立
多
良
木
高
等
学
校

　

☎
０
９
６
６

−

４
２

−

２
１
０
２

　

担
当　

川
北

　

専
門
技
術
・
知
識
を
習
得
し
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
訓
練

生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

事
業
所
に
す
で
に
就
職
し
て
い

る
従
業
員
の
皆
さ
ん
、
ま
た
、
技

術
を
身
に
付
け
て
今
後
の
仕
事
に

役
立
て
た
い
と
い
う
就
職
準
備
中

の
皆
さ
ん
な
ど
大
歓
迎
で
す
。

■
募
集
科
目

　

①「
木
造
建
築
科
」

　

②「
配　

管　

科
」

■
訓
練
期
間

28
年
４
月
～
29
年
３
月

授
業
は
主
に
土
曜
日

（
終
日
。
一
部
金
曜
日
も
実
施
）

年
間
約
60
日
程
度

■
受
講
料

　

年
間
３
万
円

■
募
集
締
め
切
り　
　

　

４
月
末
日（
そ
の
後
も
相
談
可
）

■
資
格

２
級
・
１
級
の
技
能
士
の
国
家

資
格
が
取
得
可
能

■
助
成
金

　

雇
用
保
険
適
用
事
業
所
に
在

職
し
て
お
ら
れ
る
方
に
は
、
事

業
所
に
対
し
て
国
か
ら
助
成
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
６

−

２
２

−

２
４
７
５

　


０
９
６
６

−

２
２

−

２
６
５
６

　

熊
本
県
内
11
箇
所
の
装
飾
古
墳

の
内
部
を
公
開
し
ま
す
。

　

普
段
は
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

古
墳
を
含
め
て
、
こ
の
一
斉
公
開

期
間
は
専
門
職
員
の
解
説
を
聞
き

な
が
ら
見
学
で
き
ま
す
。

■
公
開
日

平
成
28
年
３
月
19
日（
土
）、

　
　
　
　
　
　

20
日（
日
）　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
公
開
会
場　

　

①
石
之
室
古
墳

　
　
（
熊
本
市
南
区
城
南
町
）

・
塚
坊
主
古
墳（
和
水
町
）

・
宇
賀
岳
古
墳（
宇
城
市
）

・
横
山
古
墳（
山
鹿
市
）

　

②
永
安
寺
東
古
墳（
玉
名
市
）

・
大
坊
古
墳（
玉
名
市
）

・
石
貫
穴
観
音
横
穴（

玉
名
市
）

・
石
貫
ナ
ギ
ノ
横
穴
群

（
玉
名
市
）

・
鍋
田
横
穴（
山
鹿
市
）

・
大
村
横
穴
群（
人
吉
市
）

・
京
ガ
峰
横
穴
群（
錦
町
）

■
入
場
料

　

無
料

直
接
現
地
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

県
立
装
飾
古
墳
館　

　

☎
０
９
６
８

−

３
６

−

２
１
５
１

　

 

装
飾
古
墳
一
斉
公
開   

検
索

おしらせ

平
成
28
年
度

多
良
木
高
等
学
校
聴
講
生

を
募
集
し
ま
す

平
成
28
年
度

職
業
訓
練
生
の
募
集
に

つ
い
て

平
成
27
年
度

熊
本
県
装
飾
古
墳

一
斉
公
開
春
開
催
！

募
　集

お
知
ら
せ
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

●相良村長選挙
　告示日

●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

6 7 8 9 10 11 12
●相良村長選挙
　投票日
　（午前７時

～午後７時）

◆母子健康手帳
　交付・両親学級
（受付9:00～9:20
　ふれあいセンター）

◆こころの健康相
談（要予約）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

13 14 15 16 17 18 19
●相良村健康
　ウォーキング
　大会

●中学校卒業式
　開式9:30

◆７か月育児
　学級（山江会場）
　（H27.7・8月生）

◆ちゃちゃくらぶ ◆３～４か月児
　健診（相良会場）
　（Ｈ27.11.6 ～

12.5生）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

20 21 22 23 24 25 26
●春分の日 ●振替休日 ◆母子健康手帳

　交付・両親学級
（受付9:00～9:20
　ふれあいセンター）

●収納窓口延長
　（税務課）
　午後7時まで
◆すこやか育児
　相談
●村内小学校
　卒業式
　南小開式9:25
　北小開式10:00

●村内小中学校
　修了式

◆乳幼児発達相談
◆こころの健康
　相談（要予約）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

27 28 29 30 31
●熊本県知事選挙
　投票日
　（午前７時

～午後７時）
●総合体育館休館日

●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

★保育料は毎月納期限内に
納めましょう！

　保育料の納期は毎月２５
日です。（２５日が土・日・
祝祭日の場合は、翌日に
なります。）

３月の行事予定 変更になる場合もあります。 ◆保健福祉関係　●教育委員会ほか

☆毎週木曜日は「ノーテレビデー・ノーゲームデー」…
　テレビやゲームから離れ、生み出された時間を学習や読書、家族団らんなどの時間としましょう。

　住宅用火災警報器が２００６年に設置を義務化されて、今年で１０年が経過します。
　本体の交換を推奨します。今一度ご確認をお願いします。

※設置をお済みでない方は、
早めの設置をお願いします。

春季全国火災予防運動　平成２８年３月１日～７日

火災と救急・救助は１１９番 人吉下球磨消防組合　中分署　☎２４−１２４３

平成２７年度全国統一防火標語　「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」

古くなると危険 !
まずは

ボタンを押す
または

ひもを引いて
音を確認
しましょう。

みんなの命をみんなで守ろう！

あなたの安心を
見守ります！

作動音
確認

正常
な場合

異常
な場合

交換「・・・」
反応なし

「ピーピーピー」
火事です

●営農座談会



村木/茶 村花/福寿草 村鳥/セキレイ

相良村の人口と世帯

世帯数　1,663世帯（△１）
男　　　2,232人　（△５）
女　　　2,462人　（△７）
計　　　4,694人　（△12）

（１月末現在）

※（　）内は、先月末との差です。
※外国人住民を含めた集計です。

〈問合せ先〉総務課35-0211
子どもさん（赤ちゃん）のご応募をお待ちしています。お誕生日の記念にいかがですか？

イチバンちゃん募集中！！

わがやのイチバン

香
典
返
し
〈
１
月
分
〉

相
良
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
敬
称
略

田　

山　

イ
ツ
エ
（
上
川
上
）

吉　

田　

ツ　

子
（
初　

神
）

■タイトル　「雪の雨宮の森」
■一言　１月末の大雪で、雨宮さんも
　　　　雪化粧をしていました。

あなたの一枚を広報紙に掲載してみま
せんか？テーマは自由！下記のアドレ
スにどしどしご投稿ください。
【投稿先】info@vill.sagara.lg.jp

（タイトル、撮影者、一言を添えてお
送りください。）
募集締切日：平成 28 年 3 月 4 日（金）

【問合せ先】
　総務課企画情報係　☎３５－０２１１

ベストショット募集中 !!

　２月１日（月）から３月２１日（月）
まで、「人吉球磨は、ひなまつり」が
人吉球磨一帯で開催されています。
　相良村では、さがら温泉　茶湯
里でひな人形が飾られ、期間限定
メニュー「おひな御膳」が好評です。
　また３月３日（木）は、茶湯里を
含む３０か所の温泉施設で女性限
定入浴料１００円！
　当イベントの詳細は人吉球磨広
域行政組合のホームページをご覧ください。

茶湯里に展示中のひな人形

「人吉球磨は、ひなまつり」好評開催中です！

さがら温泉茶湯里スタッフ

犬童 健一 さん

おひな御膳

温泉でゆっくりされ
た後は、「おひな御
膳」で贅沢なひと時
を過ごしてみては？
期間中は梅酒を一杯
サービスしております。
皆さんのお越しをお待ちしております！

わたしの一枚
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メッセージ

明るい笑顔が家族みんなを幸せに
してくれます。

生年月日：平成２５年１月２７日  

お父さん： 証
あきと

さん
お母さん： 有紀さん 


